
■市議会臨時会④
■北茨城の英語教育は私たちがお手伝いします⑤
■子ども手当の手続きはお済みですか⑥
■国保からのお知らせ⑦
■平潟港主水祭りを開催します⑧
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10
月
1
日
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

10
月
1
日
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

10
月
1
日
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

あ
な
た
が
記
入
す
る
調
査
票
に
は
、

　
　大
切
な
日
本
の
未
来
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
方
が
対
象
で
あ
り
、
我
が

国
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
国
の
最
も
大
規
模
な
統
計

調
査
で
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
以
来
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
19
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
日
本
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
初
め

て
実
施
す
る
調
査
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
、
日
本
の
将
来
を
計
画
す
る

上
で
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
。

将来の
日本のために…

国
勢
調
査
Ｑ

Ａ
＆

Ｑ　

国
勢
調
査
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

Ａ　

国
勢
調
査
員
は
、
市
長
の
推
薦
に

基
づ
き
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
で
す
。

　

調
査
員
が
伺
う
際
は
「
調
査
員
証
」

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

Ｑ　

ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば
な
ら

　
　

な
い
の
？

Ａ　

調
査
票
を
提
出
し
な
か
っ
た
り
、

正
し
い
回
答
で
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
「
統
計

法
」
と
「
国
勢
調
査
令
」
で
回
答
の
義

務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国

勢
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
義
務
の
一
つ
で
す
。

Ｑ　

個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？

Ａ　

調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果

を
他
人
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
る

目
的
以
外
に
調
査
票
を
利
用
す
る
こ
と

は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
厳
重
に

保
管
さ
れ
、
集
計
後
は
す
べ
て
溶
か
し

て
再
生
紙
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
が
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

Ｑ　

調
査
結
果
は
い
つ
分
か
る
の
？

Ａ　

国
勢
調
査
の
速
報
は
、
来
年
の
２

月
に
公
表
さ
れ
、
調
査
結
果
は
総
務
省
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調
査
票
は
黒
鉛
筆
で

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
査
票
の
配
布
（
９
月
下
旬
）

記　

入
（
10
月
１
日
現
在
）

回　

収
（
10
月
７
日
ま
で
）

点
検
・
集
計

【
手
渡
し
ま
た
は
郵
送
】

結
果
公
表
（
２
月
下
旬
）

【
速　

報
】

５
年
ご
と
に

　
　

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

調
査
票
の
提
出
方
法
が

　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

私
た
ち
の
暮
ら
し
に

　
　
　

役
立
て
ら
れ
ま
す

９
月
下
旬
か
ら

　

国
勢
調
査
員
が
伺
い
ま
す

　

日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

た
の
は
、
90
年
前
の
１
９
２
０
年
（
大
正

９
年
）
で
す
。
以
来
お
お
む
ね
５
年
ご
と

に
行
わ
れ
、
今
回
で
19
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
国
内
の
人
口
、
世
帯
、

各
産
業
の
就
業
者
か
ら
見
た
産
業
構
造
な

ど
、
現
在
の
日
本
の
状
況
を
地
域
別
に
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
行
う
、
国
の
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
調
査
票
は
、
調
査

員
へ
の
提
出
か
郵
送
に
よ
る
提
出
の
い
ず

れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

①
調
査
員
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
き
は
、

記
入
し
た
調
査
票
を
封
筒
に
入
れ
、
封
を

し
た
状
態
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査

員
が
開
封
し
て
調
査
票
を
確
認
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
郵
送
に
よ
る
提
出
を
希
望
す
る
と
き
は
、

調
査
員
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
提
出
用
の
封
筒
を
お
渡
し
し
ま
す
。

記
入
済
み
の
調
査
票
は
、
そ
の
封
筒
で
直

接
市
役
所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

調
査
結
果
は
、
住
宅
、
福
祉
、
交
通
、

雇
用
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
役
立
て
ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
に

な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
の
住
み
よ
い
未
来
を
つ

く
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
現
在
を
調
査
票

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
国
勢
調
査
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.sta

t.g
o

.jp
/

問
企
画
政
策
課
企
画
推
進
係

　
　
　
　
（
鈴
木
、
武
子
）
内
２
３
６

　

国
勢
調
査
員
が
９
月
下
旬
か
ら
皆
さ
ん

の
お
宅
に
お
伺
い
し
、
世
帯
ご
と
に
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。日
本
に
暮
ら
す
方（
外

国
人
も
含
み
ま
す
）
す
べ
て
が
調
査
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
を
受
け
る
場
所
は
、
住
民
登
録
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
10
月
１
日
現
在
で

既
に
３
カ
月
以
上
生
活
し
て
い
る
場
所
か
、

今
後
３
カ
月
以
上
生
活
す
る
予
定
の
場
所

と
な
り
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
男
女
の
別
、
出
生
の
年

月
、
就
業
状
況
、
通
勤
ま
た
は
通
学
地
、

住
居
の
種
類
な
ど
全
部
で
20
項
目
で
す
。

　

お
配
り
し
た
調
査
票
は
、「
調
査
票
の

記
入
の
し
か
た
」
を
よ
く
ご
確
認
の
上
ご

記
入
く
だ
さ
い
。
記
入
に
関
し
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
に
遠
慮

な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

統
計
局
の
国
勢
調
査
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
結
果
を
ま

と
め
た
報
告
書
は
、
県
・
市
の
統
計
担

当
課
や
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ　

調
査
結
果
は
何
に
使
わ
れ
る
の
？

Ａ　

衆
議
院
議
員
や
都
道
府
県
議
会
議

員
、
市
町
村
議
会
議
員
数
の
決
定
や
地

方
交
付
税
交
付
金
の
算
定
基
準
な
ど
に

用
い
ら
れ
た
り
、
都
市
計
画
や
社
会
福

祉
政
策
、
経
済
政
策
、
雇
用
対
策
や
医

療
計
画
な
ど
様
々
な
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
人
口
予
測
や
人
口
分

析
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
員
は「
国
勢
調
査
員
証
」

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
不
審
に
思

わ
れ
た
場
合
は
、
市
の
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
を
装
っ
た

　「
か
た
り
調
査
」
に

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
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地上デジタル放送の準備はお済みですか？地上デジタル放送の準備はお済みですか？

泉
沢
霊
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

関
本
町
関
本
中
に
あ
る
泉
沢
霊
園

の
現
地
説
明
会
を
い
ず
み
さ
わ
会
館

で
実
施
し
ま
す
。

○
と
き　

９
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

ど
な
た
で
も
希
望
の
区
画
を
お
求

め
に
な
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
園
く

だ
さ
い
。

・
市
外
の
方
の
永
代
使
用
料
は
、
10

％
増
し
に
な
り
ま
す
。

・
現
在
、
墓
地
の
経
営
は
地
方
公
共

団
体
が
行
う
べ
き
と
さ
れ
、
個
人

墓
地
と
共
同
墓
地
の
新
設
、
増
設

は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
佐
藤
、
神
永
）
内
３
７
２

墓所の
種類

永代
使用料

管理料
（３年分）

自由
墓所

第１種
（９㎡）

50 万円 2万 7000 円

第２種
（５㎡）

30 万円 1万 5000 円

規格
墓所

第３種
（５㎡）

30 万円 1万 5000 円

第１回市議会臨時会

北
茨
城
市
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
工
事
契
約
を
可
決

　

平
成
22
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
が
８
月
10
日
に
招
集
さ
れ
「
北
茨
城
市

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
同
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
事
業
の
概
要

■
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
23
年
３
月
末

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
未
提
供
の
地
域
を
対
象
に
、

情
報
通
信
格
差（
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
）

を
解
消
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整

備
を
実
施
す
る
も
の
で
す
（
地
図
参
照
）。

【
対
象
地
域
】

・
磯
原
町　

大
塚
・
内
野

・
華
川
町　

上
小
津
田
・
下
小
津
田
・

　
　
　
　
　

小
豆
畑
・
花
園

・
関
南
町　

神
岡
上
・
神
岡
下
・
関
本
下

・
関
本
町　

関
本
上
・
関
本
中
・
福
田
・

　
　
　
　
　

八
反
・
富
士
ケ
丘
・
才
丸
・

　
　
　
　
　

小
川

　

今
回
の
工
事
は
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本-

茨
城
が
、
対
象
地
域
に
平
成
23
年
１
月
ま

で
に
総
延
長
約
１
３
０
㎞
の
光
フ
ァ
イ
バ

を
敷
設
し
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
方
法
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
網

の
整
備
を
市
が
行
い
、
整
備
後
の
施
設
を

民
間
事
業
者
に
貸
し
出
し
、
民
間
事
業
者

で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
「
公
設

民
営
方
式
」
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
完
了
後

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業

者
は
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
と
な

り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
開
始
時
期
は
、
平
成

23
年
３
月
末
の
予
定
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

が
提
供
す
る
各
種
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

地
区
説
明
会
を
10
月
頃
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
工
事
車
両
等
に
よ
り

人
や
車
の
通
行
な
ど
に
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課 

企
画
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
原
）
内
２
３
５

北茨城市地域情報通信基盤整備事業区域図

　ご質問やご相談は地デジコールセンターまたは
デジサポ茨城（総務省テレビ受信者支援センター）へ
地デジコールセンター　☎０５７０－０７－０１０１
デジサポ茨城　　　　　☎０２９－３０７－０１０１
問企画政策課 企画推進課係 （井原）　　　　 内２３５

今回の事業対象地域

サービス提供済みの地域

現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

○料金
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９
、
10
月
は
、
多
く
の
台
風
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
災
害
へ

の
対
策
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
台
風
情
報
に
注
意
す
る

・
台
風
が
近
づ
く
と
気
象
台
発
表
の
台
風

情
報
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
伝
え
ら
れ

ま
す
。
情
報
を
受
け
た
ら
再
度
、
家
の

周
り
の
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○
注
意
報
・
警
報
に
も
注
意
す
る

・
被
害
の
出
る
恐
れ
が
あ
る
時
は
、
注
意

報
、
警
報
や
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

な
ど
が
発
表
さ
れ
る
の
で
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
情
報
は
注
意
し
て
聞
き
ま
し

ょ
う
。

○
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い

・
雨
で
増
水
し
た
河
川
等
は
、
大
変
危
険

な
の
で
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
も
起

こ
り
や
す
く
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

場
所
に
も
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
台
風
の
強
い
風
は

　

二
段
構
え
で
や
っ
て
く
る

・
今
ま
で
吹
い
て
い
た
強
い
風
が
急
に

弱
ま
っ
て
も
、
お
よ
そ
１
～
２
時
間
後

に
は
吹
き
返
し
の
強
風
が
や
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
が
弱
ま
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
屋
根
の
補
修
を
し
た
り
、

家
の
周
り
を
歩
い
た
り
す
る
こ
と
は
危

険
で
す
。

○
避
難

・
防
災
機
関
な
ど
か
ら
避
難
の
勧
告
や
指

示
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
従
え
る
よ
う
に

準
備
し
、
す
ば
や
く
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

「
む
だ
足
覚
悟
で
早
め
の
避
難
」
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
の
前
に
、
必
ず
火
の
始
末
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
、
最
小
限
の
物

を
背
中
に
背
負
う
な
ど
し
て
、
両
手
は

自
由
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

○
避
難
先
で
は

・
勝
手
な
判
断
や
行
動
を
せ
ず
、
指
導
者

の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

・
引
き
続
き
、
台
風
情
報
や
注
意
報
、
警

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課 

防
災
安
全
室
（
金
澤
）

 

内
３
３
８
、３
３
９

対
策
は
万
全
で
す
か

対
策
は
万
全
で
す
か

対
策
は
万
全
で
す
か

台
風
シ
ー
ズ
ン

台
風
シ
ー
ズ
ン

台
風
シ
ー
ズ
ン

平
成
22
年
７
月
着
任

ア
メ
リ
カ　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
出
身

平
成
21
年
８
月
着
任

ア
メ
リ
カ　

ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ

ル
ル
出
身

Ｑ自己紹介をどうぞ
A 私はつい最近、ロサンゼルスにあるオクシデンタルカ

レッジを卒業しました。私の家族は、父、母、弟、犬、鳥、
そして私です。どうぞよろしくお願いします。

Q 趣味は何ですか？
A ピアノを弾くのが好きで、またハープも少しできますが、

あまり上手ではありません。おいしい食べ物をたくさ
ん食べるのが好きで、特に和食が好きです。ビデオゲー
ムも好きです。

Q 日本でやりたいことは？
A 日本でしかできないことをたくさん経験してみたいで

す。以前、太鼓を演奏したことがあるので、またやっ
てみたいです。一番楽しみなのは、北茨城市の皆さん
にお会いできることです。

Q アメリカでは何をしていましたか？
A サーフィンなどのたくさんの趣味を楽しんでいました。

日本に来る直前までは、大学生でした。
Q 北茨城に住んで一番驚いたことはなんですか？
A 市内にガラス工房があることに驚きました。時々、シ

リカを訪れることもあります。ガラスでアクセサリー
を作りました。近くでこのような体験ができることは
すばらしいと思います。

Q 小学生へのアドバイス
A 全力を尽くすことが何より大事です。学校以外の生活

もあるので、ストレスを感じないでください。

問学校教育課 学務係（青山）　　　　 　内４４２

ナヴィドゥブライアンノーリ（1988 年生まれ） ミッシェル　フジオカ（1987 年生まれ）

北茨城の英語教育は私たちがお手伝いします
〜ALT（外国語指導助手）紹介〜
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国
民
年
金
に
は
、
付
加
年
金
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
月
の
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ

と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
受
給
時
に
付
加
年

金
と
し
て
上
乗
せ
支
給
さ
れ
、
よ
り
多
く

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
加
入
で
き
る
方

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
や
口
座
振

替
等
で
納
付
し
て
い
る
方
で
希
望
す
る

方
（
免
除
を
受
け
て
い
る
方
と
国
民
年

金
基
金
加
入
者
は
除
く
）

②
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

※
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
法
律
の
規
定

で
付
加
年
金
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
保
険
料　

１
カ
月
４
０
０
円
（
通
常
の

保
険
料
と
一
緒
に
納
付
。
平
成
22
年
度

は
合
計
で
１
万
５
５
０
０
円
）

※
保
険
料
は
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
（
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
通
常
の
保
険

料
だ
け
が
納
付
扱
い
と
な
り
、
付
加
保
険

料
は
後
日
還
付
と
な
り
ま
す
）。

※
前
納
の
場
合
は
、
通
常
の
保
険
料
と
同

じ
く
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
（
口
座
振
替

の
方
は
金
融
機
関
に
も
あ
り
ま
す
）。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま

た
は
納
付
書
・
印
鑑

○
受
給
で
き
る
年
金
の
金
額　

年
額
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数

　

（
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
請
求
し
た

場
合
は
付
加
年
金
も
減
額
。
繰
下
げ
請

求
し
た
場
合
は
増
額
）

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
鈴
木
、
大
川
）
内
１
８
８

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

◆
付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

　

４
月
１
日
に
子
ど
も
手
当
の
支
給
要

件
に
該
当
し
、
申
請
手
続
き
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
手
続
き

を
し
な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
確

認
の
上
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
な
ど

の
理
由
に
よ
り
申
請
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
が
必
要
な
方

・
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

た
方
で
、
中
学
２
、３
年
生
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
（
中
学
１

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
み
の
場
合

は
手
続
き
不
要
）

・
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

で
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場

合
や
転
入
し
た
場
合
な
ど
も
届
出
が
必

要
で
す
。

○
提
出
期
限　

９
月
30
日
ま
で
に
申
請

す
れ
ば
、
４
月
分
か
ら
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
や
転
入
の

場
合
は
、
原
則
と
し
て
申
請
し
た
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
提
出
先　

社
会
福
祉
課
、
各
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
で
す
か

　

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
は
６
月
30
日

ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
鈴
木
）

内
１
３
３

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

問
総
務
課 

防
災
安
全
係
（
小
山
）内

３
３
９

〈
運
動
の
基
本
〉

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

〈
運
動
重
点
〉

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
せ
ま
い
み
ち
　
ゆ
ず
る
こ
こ
ろ
で

　
ひ
ろ
が
る
　
ど
う
ろ
」

　農業者の高齢化や農業後継者不
足などから農用地の荒廃、遊休化
が年々増加しています。
　市農業委員会では農地パトロー
ルなどを行い、遊休農地の所在や
状況、面積を把握し、耕作放棄地
解消に努めてまいりますので、農
地の立ち入り、聞き取り等の調査
の際にはご協力をお願いします。

問農業委員会事務局（藤田、鈴木）
内２９１

遊休農地調査と
農地パトロールについて

全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の

9
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

医
療
費
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

特
定
健
康
診
査
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）

で
は
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検
や
国
保
加
入
世

帯
へ
の
年
６
回
の
医
療
費
通
知
を
は
じ
め
、

市
民
夏
ま
つ
り
や
港
ま
つ
り
で
の
健
康
相

談
、
人
間
ド
ッ
グ
（
短
期
・
脳
）
の
助
成
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
補
助
な
ど
各
種

保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
康
診

査
や
特
定
保
健
指
導
に
よ
り
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
健
康
増
進
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
国
保
予
算
総
額
は
50
億

４
６
２
７
万
円
で
、
そ
の
う
ち
保
険
給
付

費
等
は
35
億
５
７
６
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
保
険
給
付
に
係
る
支
払

い
は
、
国
・
県
・
支
払
基
金
等
か
ら
の
負

担
金
な
ど
と
国
保
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
足
分
は
、
前
年
度
の
繰
越
金
な
ど
で
賄

っ
て
い
ま
す
が
、
国
保
税
の
収
納
率
が
低

下
す
る
と
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営
に
支

障
を
き
た
し
て
し
ま
い
ま
す
。
相
互
扶
助

で
あ
る
国
保
事
業
の
健
全
財
政
運
営
の
た

め
、
国
保
税
は
納
付
期
限
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

国
保
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
保
険
税

を
出
し
合
い
、
医
療
費
の
支
払
い
な
ど
を

行
う
制
度
で
す
。
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く

り
や
上
手
な
受
診
を
心
掛
け
、
医
療
費
の

節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
の
平
成
20
年
度
の
国
保
加
入
者
１

人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
29
万
３
４
０
０

円
で
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
県
内
市
町

村
平
均
（
23
万
９
６
２
２
円
）
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
保
加
入
者

１
人
当
た
り
の
保
険
税
負
担
額
は
、
９
万

４
３
３
５
円
で
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
を

抑
え
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
医
療
費
の

節
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

不
健
康
な
生
活
を
続
け
て
い
る
と
内
臓

脂
肪
が
蓄
積
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群)

の
原
因
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
態
を
放
置
す
る

と
脳
卒
中
を
は
じ
め
心
臓
病
（
心
筋
梗
塞

な
ど
）
や
糖
尿
病
合
併
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

適
切
な
食
生
活
と
適
度
な
運
動
、
そ
し

て
年
に
１
度
の
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
、

健
康
の
保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
適
切
な
食
生
活

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

・
よ
く
か
ん
で
食
欲
を
抑
え
る

・
腹
八
分
目
を
心
掛
け
、
間
食
を
避
け
る

・
飲
酒
の
量
を
減
ら
す

○
運
動
の
習
慣
づ
け

・
毎
日
歩
く
習
慣
を
つ
け
る

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

使
わ
ず
、
階
段
を
利
用
す
る

・
時
間
を
利
用
し
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
で

脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る

　

今
年
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
50
人
に
中
郷
温
泉

「
通
り
ゃ
ん
せ
」
の
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
「
通
り

ゃ
ん
せ
」
を
利
用
し
て
更
に
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
ま
で
特
定
健
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
や
特
定
健
診
を
知
ら
な
か
っ
た
方
な

ど
、
是
非
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
当
選
者
は
、
３
月
上
旬
に
利
用
券
の
発

送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係
（
太
田
）内

１
８
１

１人当たりの療養諸費費用額（医療費）

○の数字は、県内市町村の順位 「茨城の国保の状況」から

一般分＋退職分 老人分

費用額 県内市町村
平均 費用額 県内市町村

平均

H18 26 万 5408 円① 22 万 571 円 82 万 4896 円
① 72 万 5031 円

H19 28 万 6159 円① 23 万 4762 円 90 万 3419 円
① 76 万 5582 円

H20 29 万 3400 円① 23 万 9622 円 − −

　農業者年金は、農業者の老後の生活の安定と福祉
の向上、農業者の確保を目的として平成 14 年に新
制度としてスタートしました。ぜひご利用ください。
○農業者年金制度について
① 60 歳未満の国民年金第１号被保険者で農業に従

事する方や家族従事者なら加入できます。
②年金原資を自分で積み立て、運用実績により受給

額が決まる確定拠出型年金です。
③毎月の保険料は２万円から６万７０００円まで千

円単位で自由に選択できます。
④年金は生涯支給されます。
⑤保険料は全額社会保険料控除（最大 80 万４００

０円）の対象になります。
⑥ 60 歳までに保険料納付期間が 20 年以上見込ま

れる認定農業者等には、政策支援（保険料の国庫
補助）があります。

※詳しくは下記までご連絡ください。
問農業委員会事務局（大友）　　　　　　 内２９１

農業者年金に
加入しましょう
農業者年金に
加入しましょう
農業者年金に
加入しましょう
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第 38回体力づくり中央球技大会
８月１日㈰

【ソフトボールの部】①大日本若草子ども会（精華小）
②上桜井子ども会（中一小）③富士ケ丘子ども会（富
士ケ丘小）／関本中子ども会（関一小）

【ドッジボールの部】①上桜井子ども会（中一小）②
華川子ども会（華川小）③汐見ケ丘子ども会（中一小）
／関本福・上子ども会（関一小）
問生涯学習課 生涯学習係（蛭田）　　　　　 内４３２

第 34回市長旗学童野球大会
７月 17 日㈯、18 日㈰　市民球場
①明徳スポーツ少年団②大津スポーツ少年団

第 34回市民ソフトボール大会
７月 25 日㈰、８月８日㈰　石岡スポーツ広場
①シールズ② SCENES・C ③グリーンベアーズ／寅の
会ソフトクラブ

第 50回市長旗野球大会
７月 25 日㈰、８月１日㈰、８日㈰
市民球場、雨情の里スポーツ広場
①北原② MEAT ③日鉱金属／ユニマテック

第 54回市民弓道大会
８月１日㈰　市民弓道場

【高校・一般男子の部】①平野寛明②泉　湧太③永田
直也【高校・一般女子の部】①福士莉代②舟木彩華③
丹野優子

第 54回市民６人制バレーボール大会
８月１日㈰　市民体育館

【高校・一般男子の部】①ジェリービーンズ② Jet’s【高
校・一般女子の部】①スィートピー②黒猫

第 54回市民柔道大会
８月８日㈰　市民体育館
団体の部【高校・一般男子の部】①磯原郷英高校 A【中
学生男子の部】①中郷中学校 A ②磯原中学校【中学
生女子の部】①中郷中学校 A【小学生の部】①北茨城
柔友会 A ②北茨城柔友会 B
個人の部【高校・一般男子の部】①藤田優（磯原郷英）
②海野隆広（中郷柔道）③高木秀芽（磯原郷英）【高
校・一般女子の部】①加藤美咲（磯原郷英）②栗城愛
加（磯原郷英）【中学生２年男子の部】①鈴木卓磨（磯
原中）②鈴木大翔（磯原中）③亀谷勇生（中郷中）【中
学生１年男子の部】①岡原大成（中郷中）②川﨑海登

（中郷中）③岩間勇樹（中郷中）【中学生２年女子の部】
①篠原夏姫（中郷中）高橋彩花（中郷中）【中学生１
年女子の部】①細谷友暉（中郷中）②益子裕加里（磯
原中）【小学生１～３年男子の部】①作山颯（中郷柔
道スポ少）【小学生４年男子の部】①小林隼人（北茨
城柔友会）【小学生５・６年男子の部】高木銀雅（北
茨城柔友会）②作山諒（中郷柔道スポ少）③熊田蓮音

（北茨城柔友会）【小学生女子の部】①高木ひなた（北
茨城柔友会）
問生涯学習課 スポーツ振興係（中根）　　　 内４２０

平
潟
港
主
水
祭
り
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

○
と
き　

10
月
２
日
㈯

　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

○
と
こ
ろ　

平
潟
漁
港

○
内
容　

魚
霊
祭
、
あ

ん
こ
う
鍋
無
料
配
布
、

地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

問
商
工
観
光
課 

観
光
係
（
樫
村
、
鈴
木
）

内
３
６
３

市
立
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
母
親
学
級
開
催

　

妊
娠
初
期
か
ら
安
産
に
向
け
て
共

に
考
え
、
新
し
い
友
人
作
り
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
と
き　

毎
月
第
１
、３
土
曜
日

　

第
５
土
曜
日
（
子
育
て
支
援
）

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

市
立
総
合
病
院
新
館
２
階

○
対
象　

当
院
で
出
産
予
定
の
妊
婦

さ
ん
と
そ
の
家
族

○
費
用　

無
料
（
第
５
の
み
有
料
）

※
申
込
受
付
は
午
前
中
の
み
で
す
。

申
問
市
立
総
合
病
院
産
婦
人
科
外

来
（
神
池
）　　
　

☎
㊻
１
１
２
１

スポーツの結果
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平
成
23
年
度
地
域
特
定
推
薦
入
学

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

〜
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に
〜

看
護
学
部

看
護
専
門
学
校

○
と
き　

９
月
15
日
㈬
～
10
月
15
日
㈮

○
と
こ
ろ　

学
校
教
育
課

○
対
象　

本
年
度
卒
業
見
込
み
の
市
内
に

居
住
す
る
高
校
生

○
そ
の
他　

住
民
票
（
２
通
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
出
願
に
は
事
前
に
在
籍
校

で
推
薦
が
必
要
で
す
。
推
薦
書
の
交
付

に
は
日
数
を
要
し
ま
す
。

※
願
書
受
付
は
10
月
25
日
㈪
か
ら
11
月
４

日
㈭
で
す
。

問
推
薦
書
交
付 

学
校
教
育
課
（
青
山
）

内
４
４
２

問
推
薦
入
試 

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

☎
０
２
９
４
‐
54
‐
３
２
１
２

○
と
き

　
〈
看
護
科
〉
９
月
15
日
㈬
～

　

11
月
25
日
㈭

　
〈
准
看
護
科
〉
９
月
15
日
㈬
～

　

11
月
18
日
㈭

○
と
こ
ろ　

学
校
教
育
課

○
対
象　

看
護
の
仕
事
に
関
心
を
持
ち
、

資
格
取
得
後
、
地
域
の
保
健･

医
療･

福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
方

○
そ
の
他　

住
民
票
（
１
通
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
願
書
請
求
、
出
願
資
格
の

詳
細
に
つ
い
て
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
願
書
受
付
は
看
護
科
が
12
月
１
日
㈬
、

２
日
㈭
。
准
看
護
科
が
11
月
24
日
㈬
、
25

日
㈭
で
す
。

問
推
薦
書
交
付 

学
校
教
育
課
（
青
山
）

内
４
４
２

問
推
薦
入
試 

日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
看
護
専
門
学
院

☎
０
２
９
４
‐
59
‐
３
２
０
０

屋
外
広
告
物
は

　
　
　
許
可
を
受
け
て

差
押
物
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す

○
屋
外
広
告
物
と
は

　

屋
外
で
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間

継
続
し
て
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
広
告

物
で
、
貼
り
紙
、
貼
り
札
、
立
て
看

板
、
広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
な
ど

工
作
物
等
に
出
さ
れ
た
も
の
な
ど
。

○
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　
「
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
維
持
」

と
「
公
衆
に
対
す
る
危
害
防
止
」
の

面
か
ら
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
設
置

場
所
や
大
き
さ
な
ど
を
県
条
例
で
規

制
し
て
い
ま
す
。

○
屋
外
広
告
業
の
方
へ

　

屋
外
広
告
業
を
営
む
方
は
県
知
事

の
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
各
営
業

所
ご
と
に
県
知
事
が
行
う
講
習
会
の

修
了
者
等
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課 

事
業
管
理
係

（
五
十
嵐
）
内
２
８
３

　

市
税
な
ど
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
ヤ
フ
ー
㈱
の
提
供
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
サ
イ
ト
上
で
入
札

（
せ
り
売
り
）
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
入
札
会
を
２
回
実
施

し
、
ス
チ
ー
ル
製
保
管
庫
や
時
計
な
ど

合
計
51
点
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
39
点
が
落
札
さ
れ
、
落
札

額
の
合
計
は
12
万
８
６
７
０
円
で
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
税
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
税
な

ど
の
滞
納
者
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
な
ど
を
納
付
期
限
ま
で

納
め
な
い
と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
理
由
で
税
金
を
納
め
ら
れ
な
い

方
に
は
、
生
活
状
況
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
納
付
計
画
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
ま
す
。

問
収
納
課
（
中
野
）　
　
　

内
１
６
０

県北中学校総合体育大会 結果
６月３日㈭〜７月 10日㈯
＜団体の部＞
野球③常北中／華川中男子ソフトテニス②中郷中男子柔
道②磯原中女子柔道①磯原中女子剣道①中郷中②磯原中
男子バスケットボール②中郷中女子バスケットボール③
華川中女子卓球③中郷中男子体操①華川中女子体操①華
川中②磯原中

＜個人の部＞
剣道（男子）③高橋玄篤（中郷）
（女子）②小川美優（中郷）
柔道（男子）-55kg 級②髙島裕介（磯原）
-60kg 級①藤田祥平（磯原）③岡原大
成（中郷）-66kg 級③鈴木大翔（磯原）
-81kg 級①関根大周（磯原）
（女子）-57㎏級①後藤瑞季（磯原）
-63㎏級①小山陽美（磯原中）③川井南
菜子（中郷）

問学校教育課（小髙）　　　　　　　　　　　 内４４０
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８
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
姉
妹
都

市
の
長
野
県
中
野
市
か
ら
柔
道
と
剣
道
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん
が
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
北
茨
城
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
民
体
育
館
に
到
着
し
た
皆
さ
ん
は
、

迎
え
る
地
元
の
少
年
団
と
対
面
し
、
交
流

げ
い
こ
で
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
（
雨
情
記

念
館
）
を
見
学
し
、
よ
う
・
そ
ろ
ー
で
魚

料
理
づ
く
り
。
そ
の
後
、
漁
船
に
乗
り
シ

ラ
ス
漁
を
体
験
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、

夏
休
み
の
海
の
思
い
出
づ
く
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

８
月
14
日
、
タ
レ
ン
ト
の
萩
本
欽
一

さ
ん
率
い
る
野
球
チ
ー
ム
、
茨
城
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
試
合
が
磯
原
公
園

野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

欽
ち
ゃ
ん
リ
ー
グ
２
０
１
０
ゴ
ー
ル

デ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
試
合
は
、
４
チ
ー
ム
が
同
球
場
を

訪
れ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の
真
剣
な
熱

戦
と
、
時
に
萩
本
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー

ク
を
織
り
ま
ぜ
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

笑
い
と
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
訪
れ
、
声
援
を
掛
け
た
り
ト
ー
ク

に
応
え
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
、
夏
の
恒
例
と
な
っ
た
第
３

回
市
民
夏
ま
つ
り
が
、
磯
原
駅
周
辺
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
・
幼
稚
園
児
の
市
民
踊
り
で
始

ま
っ
た
祭
り
は
、
駅
西
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
セ
レ
モ
ニ
ー
や
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

（
記
事
18
頁
）、
各
種
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

な
ど
が
行
わ
れ
、
大
通
り
で
は
町
別
対
抗

の
こ
ど
も
玉
入
れ
（
表
紙
）
や
市
民
綱
引

き
な
ど
の
他
、
各
所
で
ゲ
ー
ム
や
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
残
暑
の
中
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
楽
し
ん
だ
お
祭
り
は
、

市
民
踊
り
と
花
火
で
賑
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
ま
し
た
。

夏の風物詩 第３回市民夏まつり

欽ちゃんリーグ 2010 野球とトークで楽しむ

夏休み交流 中野市スポ少が来市
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８
月
16
日
、
大
津
漁
港
（
大
津
町
）
で

盆
船
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
と
云
わ
れ
る
伝
統
行

事
で
す
。

　

午
前
６
時
か
ら
合
同
の
法
要
が
始
ま
り
、

読
経
に
続
い
て
遺
族
の
方
々
が
焼
香
し
ま

し
た
。
そ
の
後「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

供
物
な
ど
で
飾
ら
れ
た
30
隻
以
上
の
盆

船
は
、
親
族
や
観
光
客
が
見
守
る
中
、
湾

内
を
周
回
し
、
大
津
の
海
に
静
か
に
流
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
、
学
童
・
風
の
子
ク
ラ
ブ

で
、
市
人
権
擁
護
委
員
が
演
じ
手
に
な
り

「
い
っ
ち
ゃ
ん
ご
め
ん
ね
」
と
「
教
え
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
の
二
作
品
の
人
権

紙
芝
居
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
～
４
年
生
ま
で
の
児
童
43
人
は

真
剣
な
表
情
で
見
て
い
ま
し
た
。「
い
っ

ち
ゃ
ん
ご
め
ん
ね
」
で
は
、
い
じ
め
ら
れ

る
子
の
気
持
ち
を
「
教
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
で
は
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
生
活
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
紙
芝
居
を

通
し
て
伝
え
ま
し
た
。、

　

７
月
30
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
、
小
学
４
年
生
を
対
象
に
し
た
「
エ
イ

サ
ー
体
験
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。エ
イ
サ
ー

と
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
足
を
振
り
上

げ
な
が
ら
伝
統
楽
器
の
パ
ー
ラ
ン
ク
―
と

い
う
太
鼓
を
叩
い
て
踊
る
沖
縄
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
踊
り
で
す
。
市
で
は
、
生
涯
学

習
課
が
主
催
す
る「
健
康
い
き
い
き
体
操
」

で
健
康
維
持
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
エ
イ
サ
ー
の
基

本
動
作
を
指
導
し
て
も
ら
っ
た
後
「
島
人

ぬ
宝
」
や
「
お
じ
い
自
慢
の
オ
リ
オ
ン
ビ

ー
ル
」
な
ど
沖
縄
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊

り
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

お盆の伝統行事 盆船流し

健康いきいき体操で エイサー体験

思いやりの心 人権紙芝居
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―
営
業
開
始
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か

　

う
ち
は
、
元
々
は
履
物
屋
だ
っ
た
の
で

す
が
、
祖
母
が
行
商
の
人
か
ら
教
わ
っ
て

作
っ
た
お
ま
ん
じ
ゅ
う
が
評
判
に
な
り
、

「
お
客
さ
ん
に
美
味
し
い
も
の
を
出
し
て

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
製

菓
業
へ
と
転
業
し
「
磯
原
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
作
り
始
め
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
の
こ
と
で
す
か
ら
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
創
業
60
年
に
な
り
ま
す
。

―
変
わ
ら
ぬ
味
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
ね

　

お
客
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
今
で
は
作
る

量
も
か
な
り
増
え
ま
し
て
、
現
在
は
１

日
平
均
３
０
０
０
個
、
多
い
時
期
に
は

７
０
０
０
個
ほ
ど
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
う
な
る
と
餡
づ
く
り
も
、
昔
よ
り
も

多
く
の
量
を
一
度
に
仕
込
む
こ
と
に
な
り
、

富
士
ケ
丘
小
学
校
５
年

　

金
澤 

広
樹
さ
ん

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

㈲
や
ま
み
つ

味
を
変
え
ぬ

よ
う
に
工
夫

が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま

た
餡
を
包
む

皮
も
季
節
ご

と
の
温
度
や

湿
度
で
出
来

上
が
り
が
微

妙
に
違
い
ま

す
の
で
加
減
が
必
要
で
す
。

　

お
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
は
、
今
で
も

日
々
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
か
ら
、
時
代

と
と
も
に
味
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
れ
で
も
、
お
客
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
お

ま
ん
じ
ゅ
う
を
今
後
も
作
り
続
け
て
い
き

ま
す
よ
。

―
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
す
か

　

市
商
工
会
の
青
年
部
長
と
し
て
、
小
学

生
作
文
発
表
会
や
講
習
会
の
開
催
、
空
き

缶
回
収
活
動
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
磯
原
駅
西
商
店
会
の

副
会
長
も
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
区
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
商
業
の
発
展
に

努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

所
在
地　

磯
原
町
磯
原
二
丁
目

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

ぼ
く
の
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
す
。
中
学
生
の
兄
が
部

活
で
テ
ニ
ス
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
楽

し
そ
う
な
の
で
ぼ
く
も
テ
ニ
ス
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
、
テ
ニ
ス
は
ぜ
ん
ぜ
ん
や
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
テ
ニ
ス

教
室
に
入
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
最
初
は
ラ
ケ
ッ
ト

の
持
ち
方
や
打
ち
方
、
か

ま
え
な
ど
の
基
本
を
て
い

ね
い
に
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
毎
週
土
曜
日
と
日

曜
日
の
二
日
間
の
練
習
は
、

少
し
疲
れ
ま
す
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
教
わ
っ
て
、
た
く
さ
ん
練
習

を
し
て
、
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
打
ち
合
い
を
で
き
る
だ
け

長
く
続
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
入
っ
た
ら
、
テ
ニ
ス
部
に

入
っ
て
一
つ
で
も
多
く
の
試
合
で
勝
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。
兄
よ
り
も
強
く
な
る
の

が
今
の
目
標
で
す
。

　

あ
と
、
も
う
一
つ
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
校
で
の
委

員
会
活
動
で
す
。
今
は
放
送
委
員
会
に

入
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
一
人
で
た
ん
当

し
た
放
送
の
時
は
、
と
て
も
き
ん
ち
ょ
う

し
て
、
ド
キ
ド
キ
し
て
う
ま
く
話
せ
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

は
っ
き
り
と
大
き
な
声
で
み

ん
な
が
聞
き
取
り
や
す
い
話

し
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
が

ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ぼ
く
の
夢
は
テ
ニ

ス
選
手
で
す
。
テ
ニ
ス
選
手

に
な
る
の
は
む
ず
か
し
い
だ

ろ
う
け
ど
、
中
学
生
ま
で
テ

ニ
ス
教
室
で
い
ろ
い
ろ
教

わ
っ
て
中
学
生
に
な
っ
た
ら
テ
ニ
ス
部
に

入
っ
て
練
習
を
た
く
さ
ん
し
て
、
う
ま
く

な
っ
た
ら
試
合
で
優
勝
し
た
い
で
す
。
そ

し
て
中
学
生
を
卒
業
し
た
ら
部
活
は
全
部

テ
ニ
ス
に
し
て
い
つ
か
は
プ
ロ
の
テ
ニ
ス

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
か
な
わ
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
い
つ
か
は
か
な
ら
ず
テ

ニ
ス
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
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趣

悠
味

々

仲
間
と
楽
し
く
作
る
繊
細
な
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

平
潟
町
　
金
成 

富
子
さ
ん

―
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か

　

小
麦
粉
を
原
料
と
し
た
粘
土
で
作
る

造
花
で
す
。
花
や
葉
、
茎
を
作
っ
て
色

づ
け
し
、
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。

―
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

平
潟
の
公
民
館
祭
り
で
作
品
を
見
て

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
友
人

と
公
民
館
サ
ー
ク
ル
を
見
学
に
行
き
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
く
ら
い
経

ち
ま
す
が
、
先
生
や
仲
間
と
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

―
ど
ん
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
か

　

初
め
て
作
っ
た
作
品
は
、
ア
ジ
サ
イ

で
す
。
基
本
の
作
業
が
多
い
の
で
、
多

く
の
人
が
最
初
に
作
る
そ
う
で
す
。
今

は
野
バ
ラ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の

作
品
に
２
、３
カ
月
は
か
か
る
の
で
あ

ま
り
多
く
の
作
品
は
作
れ
ま
せ
ん
。

―
面
白
い
と
こ
ろ
は

　

作
品
の
で
き
上
が
り
や
作
品
を
ど
の

器
に
飾
る
か
を
考
え
る
と
楽
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
作
る
の

で
花
の
繊
細
さ
や
葉
の
色
な
ど
自
然
の

植
物
を
よ
く
観
察
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

―
難
し
い
と
こ
ろ
は

　

よ
り
本
物
に
近
く
、
繊
細
さ
を
出
し

た
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
は
作
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
観
察
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
り

と
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
奥
が
深
い
で
す
。

―
今
後
は

　

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
、
先
生
や
仲
間

と
一
緒
に
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
を
楽
し
み
た

い
で
す
。そ
し
て
、も
っ
と
も
っ
と
色
々

な
花
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

中郷中学校男子ソフトテニス部

これからも声を出すチームに

　中郷中学校男子ソフトテニス部は、２年生６

人、１年生６人の合計 12 人と、顧問の深津先

生で活動しています。

　人数は少なめです

が、それを補うくら

い声を出す部活です。

３年生が引退し、今

はまだ新チームを結

成したばかりですが、

キャプテンの和田君にこのチームの特徴を聞く

と「みんな仲が良く、活発なところです」と元

気に答えてくれました。また、深津先生にメン

バーについて尋ねると「がんばる気持ちがあり、

まじめなので結果を

出させてあげたい」

と話してくれました。

　このチームの目標

は、今の力では及ば

ないけれど、日々努力し、１年後に今年の３年

生が残した県大会出場という結果に追いつける

ようにすること。そし

て、これからも声を出

し、最後まで諦めない

中郷中男子ソフトテニ

ス部であり続けること

です。

　そんなメンバーたち

に深津先生は「部活を

通して人間的に成長し、部活以外でも活躍でき

る人間になってほしい。そのために、これから

も厳しく指導していくが、がんばった人間はい

つか、何かの形で報われるので、がんばってつ

いてきてもらいたい」と語っていました。

13　広報　きたいばらき　9月号



　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
な
ど
法
律
問
題
で
お
困

り
の
方
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

10
月
８
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。
10

月
１
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
続
と
遺
言
に

つ
い
て
ほ
か
、
各
種
行
政
手
続
き

に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　

10
月
６
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

  （
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
９

月
29
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

　

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

を
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
」
に
入
場
無
料
で
ご
招
待
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、本
年
度
か
ら「
マ

ウ
ン
ト
あ
か
ね
」
の
食
事
割
引
券

も
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
招
待
券
を
ご
覧
く
だ

　

防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
「
甲
種
防

　

今
回
の
検
診
は
、
女
性
特
有
の

が
ん
検
診
推
進
事
業
で
、
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
を
対
象
と
し

て
検
診
車
を
設
置
し
て
行
う
集
団

検
診
で
す
。

○
と
き
・
と
こ
ろ

　

第
１
回　

10
月
29
日
㈮
・
市
民

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

第
２
回　

11
月
11
日
㈭
・
保
健

セ
ン
タ
ー

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

敬
老
招
待
の
ご
案
内

甲
種
防
火
管
理
講
習

　身近な生涯学習の場である公民館活動の成
果を発表、展示するほか、楽しいイベントを
用意しますので是非ご来場ください。
　中郷町公民館　10月23日㈯、24日㈰
　磯原町公民館　10月９日㈯、10日㈰
　華川町公民館　10月16日㈯、17日㈰
　関南町公民館　10月16日㈯、17日㈰
　大津町公民館　10月23日㈯、24日㈰
　平潟町公民館　10月９日㈯、10日㈰
　関本町公民館　10月23日㈯、24日㈰

生涯学習課 生涯学習係（薄井） ４３２

案  

内

乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
他
の

用
途
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
時
は
、

事
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請
す
る

時
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
申
込
期
間　

10
月
１
日
㈮
～
29

日
㈮

申
問
農
林
水
産
課 

農
政
係

（
山
縣
、
金
成
）
内
３
８
５

農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

火
管
理
講
習
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
と
き　

10
月
26
日
㈫
、
27
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

○
受
講
料　
４
０
０
０
円

○
申
込
期
間　
９
月
21
日
㈫
～
10

月
12
日
㈫
〈
土
日
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
〉

申
問
消
防
本
部 

予
防
課
予
防
係

（
嶋
岡
）
☎
㊷
７
１
４
２

さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
中
野
、
泉
）
内
１
２
２

第25回公民館祭り
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○
と
き　
９
月
23
日
㈷
～
10
月
３

日
㈰
（
27
日
㈪
は
休
館
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

県
天
心
記
念
五
浦
美

術
館

○
展
示
部
門　

洋
画
、
日
本
画
、

彫
刻
工
芸
、
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、

写
真
、
陶
芸
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
郷
土
史

問
生
涯
学
習
課
内 

美
術
文
芸
展

覧
会
事
務
局
（
荒
川
、
市
毛
）

内
４
３
３

第
28
回
市
美
術
文
芸
展
覧
会

募  

集

○とき　10月11日〈体育の日〉
○コース
　市役所から長浜海岸まで
○内容　太平洋を一望できる北部

海岸線を、波しぶきを浴びなが
ら自然とふれあい目的地まで歩
く。

○費用　１００円（保険代）
○申込締切　９月30日㈭
※昼食は各自ご持参ください
※帰路はバス
　になります。

生涯学習課 スポーツ振興係
（中根、茂木） ４２１

　

北
茨
城
市
と
長
野
県
中
野
市
の

姉
妹
都
市
提
携
が
今
年
５
月
で
30

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
30
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
今
後
も

両
市
の
交
流
が
末
永
く
続
く
こ
と

　

北
茨
城
市
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
国
ワ
イ
ロ
ア
地
区
の
国
際
親
善

友
好
都
市
提
携
が
昨
年
で
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
団
を

結
成
し
、
ワ
イ
ロ
ア
地
区
を
訪
問

い
た
し
ま
す
。

○
と
き　

　

10
月
31
日
㈰
～
11
月
５
日
㈮

○
と
こ
ろ　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

国
ワ
イ
ロ
ア
地
区

○
参
加
費
用　

20
万
円

○
と
き　

11
月
19
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
10
分

○
と
こ
ろ　

市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ラ
イ
ト
」

○
募
集
人
員　

40
人
（
見
学
は
申

込
不
要
）

○
対
象
者　

市
内
に
在
住
の
60
歳

以
上
の
方

姉
妹
都
市
提
携
締
結
30
周
年

記
念
「
市
民
号
」
参
加
者
募
集

国
際
親
善
友
好
都
市
ワ
イ
ロ
ア

訪
問
団
参
加
者
募
集

生
き
が
い
講
座

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

※
第
３
回
以
降
は
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
定
員　

各
70
人
（
先
着
）

○
申
込
期
間　
９
月
13
日
㈪
～
17

日
㈮

※
対
象
の
方
に
は
６
月
下
旬
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
谷
内
）

☎
㊸
１
３
１
０

を
願
い「
市
民
号
」を
実
施
し
ま
す
。

○
と
き　

11
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰

○
と
こ
ろ　

長
野
県
中
野
市
、
小

布
施
町
、
長
野
市

○
交
通
手
段　

大
型
観
光
バ
ス

○
参
加
費
用　
１
万
５
０
０
０
円

○
募
集
人
数　

70
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
、
抽
選
）

○
応
募
要
件　

市
内
に
在
住
の
方

○
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
む
場
合
、

全
員
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
締
切　

10
月
15
日
㈮

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
９
２
企

画
政
策
課 

市
民
号
係

（
佐
藤
）
内
２
３
５

㊷
７
３
０
８

○
募
集
人
数　

２
人

　

  （
応
募
多
数
の
場
合
、
選
考
）

○
応
募
要
件　

市
内
に
在
住
の
方

○
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
申

込
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

申
問
企
画
政
策
課 

企
画
推
進
係

（
佐
藤
）
内
２
３
５

㊷
７
３
０
８

第37回市民あるく会

○
ゲ
ス
ト　

志
摩　

幸
子
氏

○
費
用　

無
料

○
申
込
方
法　

10
月
30
日
㈯
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
発
表
曲
名
（
歌
手
名
）
を

明
記
の
上
、
左
記
「
ラ
イ
ト
」
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
発

表
者
に
は
譜
面
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
カ

ラ
オ
ケ
は
通
信
カ
ラ
オ
ケ
）。

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
３
５
華

川
町
臼
場
１
８
７
‐
74
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー｢

ラ
イ
ト
」
生
き

が
い
講
座(

鈴
木
）

☎
㊸
５
３
６
１
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初
級
者
向
け
の
英
会
話
教
室
で

す
。
他
国
の
文
化
や
習
慣
に
触
れ

て
国
際
交
流
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
日
常
的
な
英
会
話
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

○
期
間　

10
月
19
日
㈫
～
12
月
14

日
㈫

　

（
祝
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
）

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

○
講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）

○
費
用　
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

○
募
集
人
員　

30
人
（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

○
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
高
校

生
以
上
の
英
会
話
初
級
者

○
申
込
方
法　
９
月
30
日
㈭
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
荒
川
）
内
４
３
３

㊷
０
４
５
４

　
「
エ
イ
サ
ー
太
鼓
」
を
使
用
し
、

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
体
操
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
対
象　

講
座
、
打
ち
合
わ

せ
に
出
席
で
き
る
18
歳
～
45
歳

く
ら
い
の
方

○
募
集
人
数　

若
干
名

ハ
ッ
ピ
ー
英
会
話（
後
期
）

受
講
生
募
集

健
康
い
き
い
き
体
操

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高

齢
者
を
中
心
に
、
親
子
三
世
代
が

集
う
「
園
芸
教
室(

さ
つ
ま
い
も

収
穫
祭)

」
を
行
い
ま
す
。

三
世
代
の
集
い「
園
芸
教
室
」

○
と
き　

10
月
16
日
㈯
午
前
９
時

～
正
午 (

雨
天
中
止)

○
と
こ
ろ　

中
郷
町
足
洗
農
園

　

  

（
北
茨
城
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ラ
イ
ト
」
集
合
）

○
内
容　

市
食
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
連
合
会
の
皆
さ
ん
が
、
植
え

付
け
た
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫
し

ま
す
。

○
募
集
人
数　

80
人
程
度(

幼
児

は
参
加
で
き
ま
せ
ん)

※
申
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

○
費
用　

一
人
２
０
０
円

○
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方
と
そ
の
家
族

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
参

加
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
締
切
日　

10
月
６
日
㈬
必
着

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
４
２
磯

原
町
本
町
２
‐
４
‐
16
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
根
本
、
大
友
）

☎
㊷
０
７
８
２

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
薄
井
）
内
４
３
２

五百城文哉「平潟港」展示

　五百城文哉が明治時代に描いた「平
潟港」が、天心記念五浦美術館の所蔵
品展で展示されます。
▽展覧会　風景へのいざない―俯瞰す

るまなざし
▽とき　10月11日㈷まで
▽ところ　県天心記念五浦美術館
▽入場料　一般１４０円、
　高大生１１０円、小中生80円

県天心記念五浦美術館
☎４６－５３１１

■
特
別
企
画
展　

神
永
喜
八

―
石
炭
に
か
け
た
生
涯
―

　

１
８
２
４
年
、
常
陸
国
小
津
田

村(

現
華
川
町
上
小
津
田
）
に
生

ま
れ
、
初
の
石
炭
商
品
化
に
成
功

し
た
神
永
喜
八
の
生
涯
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
と
き　

10
月
５
日
㈫
～
11
月
28

■
法
務
総
合
相
談
所
開
設

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍･

国
籍
、

人
権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取
り
扱

う
業
務
全
般
に
つ
い
て
、
法
務
局

職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
と
き　

10
月
９
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
受
付
午
後
３
時

ま
で)

▽
と
こ
ろ　

水
戸
地
方
法
務
局
日

立
支
局
（
日
立
市
弁
天
町
）

情
報
B
O
X

　

日
㈰
（
※
期
間
中
は
無
休
）

▽
と
こ
ろ　

市
歴
史
民
俗
資
料
館

▽
内
容　

常
磐
炭
田
の
基
礎
を
築

い
た
神
永
喜
八
の
生
涯
を
た
ど

り
、
石
炭
産
業
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
北
茨
城
市
の
歴
史
を
振

り
返
り
ま
す
。

問
市
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
㊸
４
１
６
０
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■
い
ば
ら
き

こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

県
で
は
、
心
の
問
題
に
つ
い
て

電
話
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
い

■
障
害
者
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す

▽
と
き　

10
月
７
日
㈭

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

国
民
宿
舎「
鵜
の
岬
」

　

  （
日
立
市
十
王
町
）

▽
対
象　

障
害
を
お
持
ち
の
方

申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
萩

☎
㉒
２
５
４
９

■
広
報
き
た
い
ば
ら
き
８
月
号

　

北
茨
城
市
・
高
萩
市
合
同
中
学

校
体
育
大
会
結
果
、
個
人
の
部　

柔
道
55
㎏
級
③
松
本
拓
巳
選
手
は

磯
原
中
学
校
で
は
な
く
、
中
郷
中

学
校
で
す
。

　

県
北
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大

会
の
結
果
、
女
子
１
０
０
ｍ　

１

年
５
位　

滑
川
菜
奈
（
華
川
）
14

秒
60
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
学
校
対
抗　

男

子
の
部
８
位
中
郷
中
学
校
は
７
位

の
誤
り
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

【
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
】

　

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
の
日
程

を
左
記
の
通
り
変
更
し
ま
す
。
ご

迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

変
更
前　
９
月
26
日
㈰

　

  （
予
備
日
10
月
９
日
㈯
）

変
更
後　

10
月
31
日
㈰

　
  （

予
備
日
11
月
６
日
㈯
）

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
） 

内
４
２
１

■
第
４
回
ど
う
ぶ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
か
み
ね
写
生
会

▽
と
き　

10
月
３
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
２
時
（
雨
天
時
10
月
10

日
㈰
）

▽
と
こ
ろ　

か
み
ね
動
物
園

▽
対
象　
４
歳
以
上
～
小
学
生

■
茨
城
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク

「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
」
養
成
講
座

　

県
北
地
域
で
ジ
オ
ツ
ア
ー
（
地

質
観
光
ツ
ア
ー
）
を
行
う
際
の
案

内
人
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

▽
相
談
内
容　

境
界
争
い
、
相
続

･
贈
与
・
売
買
な
ど
の
登
記
手

続
、
成
年
後
見
人
制
度
、
サ
ラ

金
取
立
て
問
題
、
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
、
家
庭
内
の
問
題
な
ど

▽
費
用　

無
料

問
水
戸
地
方
法
務
局
日
立
支
局

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
２
２
５
３

○募集人員等
学科 募集人員 受験資格

農学科 40人
高校等卒業者
または卒業見込み者畜産学科 10人

園芸学科 30人

研究科 10人
農業大学
または短大等                     
卒業者、卒業見込み者

○願書受付、試験日程等
試験区分 願書受付 試験日 選別方法

推薦入試 10/4～
10/19 10/29 小論文、

口述試験

一般入試
前期 12/15～

1/14 2/1

筆記試験、
口述試験後期 2/7～

2/25 3/4

研究科入試 10/4～
10/19 10/29

県立農業大学校 入試事務局
☎０２９‐２９２‐００１０

平成23年度県立農業大学校学生募集

ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
曜
日
・
電
話
番
号

　

・
月
～
金
曜
日

☎
０
２
９
‐
２
４
４
‐
０
５
５
６

　

・
土
、
日
曜
日

☎
０
１
２
０
‐
２
３
６
‐
５
５
６

▽
時
間　

午
前
９
～
12
時
、
午
後

１
～
４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

除
く
）

問
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

☎
０
２
９
‐
２
４
４
‐
０
５
５
６

○
と
き　

10
月
23
日
㈯
、
11
月
６

日
㈯
、
７
日
㈰
、
20
日
㈯
、
21

日
㈰
の
５
日
間

○
申
込
方
法　

10
月
１
日
㈮
ま
で

に
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
北
茨
城
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
茨
城
大
学
社
会
連
携
課

　

茨
城
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
担
当
係

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
８
７
８
１

０
２
９
‐
２
２
８
‐
８
５
８
６

お
詫
び
と
訂
正

▽
募
集
人
数　

先
着
80
人

▽
申
込
期
限　

10
月
２
日
㈯

※
子
供
の
入
場
は
無
料
で
す
。

※
期
限
内
に
申
し
込
ま
れ
た
方
に

は
、
園
内
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

申
問
北
茨
城
ア
ニ
マ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク　
　
　

☎
㊴
６
６
３
３
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団体（個人）名 人数 活　　動　　内　　容 活動歴

しゃくなげグループ 19 高齢者への食事エプロンの配布や、老人ホームでの 
介助活動 26 年

石岡ふれあいサロン 11 高齢者との昼食を交えたふれあい活動 26 年

手話サークル　なかま 5 小・中学校や公民館での手話指導教室の開催 36 年

こだまグループ 16 障がい者を対象としたレクリエーション活動 25 年

北茨城リーディングサービス 12 目の不自由な方への広報紙の朗読活動 24 年

ともしびグループ 25 ねたきりの高齢者への手作り肌着の配布活動 24 年

みのりグループ 11 高齢者との食事会や、社協の配食サービス事業 
への参加 23 年

かたつむり 16 保健センターの乳幼児健診、健診相談事業への協力 23 年

病院ボランティア 23 市立病院受診者への案内、介助活動 7 年

北茨城市愛育会 45 高齢者宅の訪問や、健康について話し合う 
愛育会議の開催 30 年

北茨城市食生活改善推進連絡会 70 生活習慣病予防のための料理教室や食育実践と 
啓発普及活動 27 年

北茨城薬業会 8 地域の衛生組織への薬剤使用に関する指導 41 年

関南小学校少年消防クラブ 5、6
年生

出初め式でのパレードや防災訓練、地域の 
火災予防活動 29 年

鈴木　みさ子さん 1 児童登校時の通学路でのサポート活動 20 年

大津町ご近所声かけ隊見守り小隊 5 児童下校時の通学路でのサポート活動 5 年

磯原明友会 28 市道里親団体として、市道の除草・清掃活動 5 年

金田　広由さん 1 総合的なボランティア活動 50 年

NOK株式会社 従業員を対象とした企業献血活動 37 年

ユニマテック株式会社 従業員を対象とした企業献血活動 37 年

茨城ＳＭＫ株式会社 従業員を対象とした企業献血活動 37 年

株式会社茨城技研 従業員を対象とした企業献血活動 37 年

ＪＸ日鉱日石金属株式会社　 従業員を対象とした企業献血活動 26 年

秘書課 秘書係（石井）　　　 ２０２

　４月に施行されました北茨城市表彰規則に基づき、多
年にわたる活動を通して地域社会に貢献された方（団体）
に感謝の意を表し、表彰状と記念品を贈りました。
　この表彰式は、８月 22 日の市民夏まつりにおいて行
いました。表彰を受けた方（団体）を紹介いたします。

市民表彰の表彰式を行いました。
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広告募集中
　市では、自主財源の確保や地元商工業者な
どの育成や振興、市民生活情報を提供する広
告を募集します。
★★★★ 申し込み・お問い合わせ ★★★★

◆広告の規格・掲載料金等

【下1段通し】　　　　　  46×171mm
【下1段の2分の1】　　　46×84mm

対  象

規  格

料  金
【下1段通し】　　　　  18,000円／月
【下1段の2分の1】　　10,000円／月市民課広報広聴係　☎43‐1111（内178）

毎月５日頃発行の広報紙で原則「お知ら
せ掲示板」内（発行部 16,000部／月）

■４カ月児健康診査
　９月 14 日㈫、10 月 19 日㈫　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

９月 24 日㈮　午後１時～１時 30 分受付
■２歳児歯科健診

10 月７日㈭　午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

９月 10 日㈮、10 月８日㈮
午後１時～２時受付

■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　９月 22 日㈬　午後１時～２時受付
■歯の相談（要予約）

９月 22 日㈬　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　９月 15 日㈬、10 月 25 日㈪
問保健センター　☎４３‐１３１０

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

9／12
大津町クリニック
☎ 30-2200 ( 大津町 )

19
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

20
かもめ・大津港クリニック
☎ 46-0133 ( 大津町 )

23
あおぞらクリニック
☎ 30-7770 ( 中郷町 )

26
なかの循環器科・内科クリニック
☎ 30-1002 ( 中郷町 )

10／3
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

10
荒川内科医院
☎ 43-2288 ( 磯原町 )

11
瀧病院
☎ 42-1221 ( 磯原町 )

市立図書館　☎ 42－1451

● 8 月の魔法使い

● 4444

●三千枚の金貨（上・下）

●昆虫の生態図鑑

●１さいのなぁに？

●ねこふんじゃった

●オオカミがやってきた！

●子どもの「やる気」のコーチング

●体温を上げて健康な体を手に入れる

●いちばんシンプルな冷凍おかず

石持　浅海

古川日出男

宮本　　輝

学研教育出版

井戸ゆかり

せなけいこ

うちだちえ

菅原　裕子

清水　　昭

牛尾　理恵

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 10/1 2

3 4 5 6 7 8 9

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
9 月 22 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月 - September -
市立図書館9

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
９月 16 日㈭、30 ㈭、10 月７日㈭
[ 大津町公民館 ]

９月９日㈭、22 日㈬、10 月 14 日㈭
どちらも午後１時～４時
問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　９月 15 日㈬、10 月６日㈬
　午前 10 時～午後３時　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２
■９・10 月の「ふれあい体操」
　９月７日、14 日、24 日、28 日
　10 月５日、14 日、19 日、26 日
　午後１時 30 分～３時　市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

［
第
３
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
［
第
３
期
］

介
護
保
険
料　
　
　
　
　

［
第
２
期
］

納
期
限　
　
　
　
　
　
　

９
月
30
日

今月の
納税
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うちのうちの

　

つ
い
先
日
ま
で
、
蝉
時
雨
（
せ
み
し
ぐ
れ
）
の
止

ま
な
い
残
暑
が
続
い
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
い
つ
の
間
に
や
ら
暑
さ
も
や
わ
ら
ぎ
は
じ
め
て

き
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
暗
く
な
る
頃
か
ら
秋
の
虫

た
ち
の
歌
声
が
少
し
ず
つ
聞
こ
え
始
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

キ
リ
ギ
リ
ス
、
コ
オ
ロ
ギ
、
ス
ズ
ム
シ
な
ど
の
か

す
か
に
聞
こ
え
始
め
た
歌
声
も
、
９
月
に
な
る
と
、

次
第
に
大
き
な
合
唱
と
な
っ
て
い
き
、
私
た
ち
に
秋

の
訪
れ
と
深
ま
り
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

市の人口と世帯　平成 22 年 8 月 1 日現在（　）は前月比

総人口… 47,120 人 （ − 26） 出　生… 25 人 （　 ＋6）

男… 23,171 人 （ − 11） 死　亡… 39 人 （ 　−2）

女… 23,949 人 （ − 15） 転　入… 90 人 （　 ＋1）

世帯数… 17,577 世帯（　＋ 5） 転　出… 102 人 （ 　−9）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

　

縁
日
で
買
っ
て
き
た
竜
宮
。
い
つ
ま
で
も
育
ち
盛
り

の
食
べ
盛
り
で
、
今
で
は
水
槽
の
中
を
所
狭
し
と
泳
ぎ

回
り
ま
す
。
顔
に
も
見
え
る
甲
羅
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

関本町・石川さん宅の

（ミドリガメ・性別不明・９歳）
竜 宮

「お話し好きで、いつ
もニコニコ笑顔のゆり
ちゃん。これからも、
いっぱい楽しいお話聞
かせてね」

（父 孝弘さん 母 美香子さん）
（２歳４カ月　磯原町）

加
倉
井

ゆ　り

優梨

北 茨 城 市 役 所

グリーンカーテンを設置しました

建物へ入る日差しをさえぎり、気温の上昇を和ら
げようと、市役所庁舎３階や車庫の南側にゴーヤー
のグリーンカーテンが設置されました。生活環境課
職員が育てたゴーヤーは、各所に設置され、成長の
早い場所では８月半ばにグリーンカーテンとなり、
実が収穫できるほどになりました。

ち　ゃ　　ん

「アンパンマンが大好
きで、台からジャンプ
するダイナミックなま
ゆちゃん。元気で優し
い子でいてね」

（２歳４カ月　磯原町）

加
倉
井

ま　ゆ

麻優ち　ゃ　　ん

虫
の
声

セスジツユムシ


